







Significance and Role Awareness of Part-time and Correspondence High Schools: 
Using the Data of the Nationwide Survey 

























































































































































































































































































































































































































































































































































図５． 課程類型別所在地の人口規模（上：2019 年，下 2009 年） 
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 低学力の生徒が多い 63.9  28.9  5.4  0.7  0.0  1.1   59.5  28.4  9.5  0.0  1.4  1.4  
 生徒たちの習熟度の差が大きい 58.1  32.1  6.5  2.2  0.0  1.1   71.6  25.7  1.4  0.0  0.0  1.4  
 経済的な困難を抱えている生徒が多い 44.0  46.2  7.6  0.4  0.0  1.8   27.0  51.4  16.2  2.7  0.0  2.7  
 ひとり親家庭の生徒が多い 33.2  48.7  13.7  1.4  0.0  2.9   21.6  44.6  28.4  1.4  0.0  4.1  
 在学中に大きく成長したと思える生徒が多
い 
27.1  52.7  17.0  1.1  0.0  2.2   27.0  47.3  20.3  4.1  0.0  1.4  
 友人関係で傷ついた経験を持つ生徒が
多い 
23.1  56.0  17.7  1.4  0.0  1.8   23.0  60.8  14.9  0.0  0.0  1.4  
 幼稚さの残っている生徒が多い 21.3  47.7  20.2  8.3  0.7  1.8   8.1  54.1  31.1  4.1  0.0  2.7  
 学習意欲が低い生徒が多い 24.9  39.4  22.7  10.8  0.7  1.4   10.8  36.5  37.8  13.5  0.0  1.4  
 他の生徒となかなか馴染めない生徒が多
い 
12.3  47.3  28.2  9.7  0.7  1.8   18.9  54.1  23.0  2.7  0.0  1.4  
 発達障がいを持つ生徒が多い 10.5  47.7  26.0  11.9  1.4  2.5   6.8  59.5  25.7  2.7  2.7  2.7  
 先生と友だちのようにつきあおうとする生
徒が多い 
10.1  37.2  32.5  15.5  2.5  2.2   1.4  31.1  37.8  18.9  9.5  1.4  
 学校行事に熱心に取り組む生徒が多い 4.7  36.5  41.2  15.5  1.1  1.1   1.4  24.3  37.8  24.3  9.5  2.7  
 教師に依存的な生徒が多い 4.0  25.6  41.2  22.4  5.1  1.8   4.1  25.7  47.3  16.2  4.1  2.7  
 異年齢生徒間の交流が多い 6.9  21.3  34.3  29.2  6.5  1.8   8.1  20.3  31.1  24.3  14.9  1.4  
 不登校の生徒が多い（高校で） 7.6  22.0  23.1  33.2  11.9  2.2   13.5  32.4  29.7  17.6  5.4  1.4  
 中途退学をする者が多い 4.0  21.7  25.6  37.2  10.1  1.4   2.7  9.5  28.4  36.5  21.6  1.4  
 進路未定者が多い 4.7  20.9  26.4  34.3  11.9  1.8   13.5  28.4  40.5  12.2  4.1  1.4  
 知的障がいを持つ生徒が多い 1.8  23.5  32.5  24.5  15.2  2.5   5.4  23.0  39.2  18.9  10.8  2.7  
 生徒の自傷行為がある 5.4  22.4  23.8  29.2  17.0  2.2   4.1  17.6  25.7  35.1  16.2  1.4  
 部活動に熱心に取り組む生徒が多い 1.4  22.4  31.0  29.6  13.4  2.2   0.0  4.1  13.5  40.5  35.1  6.8  
 授業をサボる生徒が多い 1.4  18.8  25.6  41.5  11.6  1.1   0.0  5.4  29.7  39.2  24.3  1.4  
 友人関係のトラブル（いじめ等）が多い 2.2  16.6  24.5  43.7  11.2  1.8   0.0  2.7  20.3  44.6  31.1  1.4  
 授業中，私語をする生徒が多い 1.1  16.2  26.4  43.3  11.2  1.8   0.0  5.4  13.5  45.9  33.8  1.4  
 教師と関わろうとしない生徒が多い 1.1  7.6  28.9  51.6  9.0  1.8   2.7  14.9  45.9  29.7  4.1  2.7  
 校則を守らない生徒が多い 0.7  8.3  24.2  49.1  15.9  1.8   0.0  4.1  16.2  55.4  23.0  1.4  
 外国とつながりがある生徒が多い 5.4  14.8  13.4  31.8  32.9  1.8   1.4  6.8  16.2  44.6  29.7  1.4  
 日本語指導が必要な生徒が多い 5.8  15.9  11.2  28.9  36.8  1.4   0.0  12.2  6.8  33.8  45.9  1.4  
 性的トラブルに巻き込まれている生徒が
いる 
1.4  12.3  23.1  32.1  28.9  2.2   0.0  9.5  28.4  35.1  24.3  2.7  
 教師への反抗心が強い生徒が多い 0.0  3.6  19.1  55.6  19.9  1.8   0.0  0.0  8.1  56.8  33.8  1.4  
 教師とのトラブルが多い 0.0  4.3  16.2  54.2  23.5  1.8   0.0  1.4  5.4  50.0  41.9  1.4  
表２．勤務校の生徒の様子に関する因子分析  
反社会因子 脱社会因子 貧困因子 外国因子 非社会因子 
教師への反抗心が強い生徒が多い 0.885 -0.031 -0.045 0.024 -0.014 
教師とのトラブルが多い 0.804 0.068 -0.122 -0.026 -0.036 
授業中，私語をする生徒が多い 0.736 -0.166 0.124 0.029 -0.074 
校則を守らない生徒が多い 0.706 -0.072 0.091 -0.086 0.029 
授業をサボる生徒が多い 0.554 0.039 0.037 -0.013 0.11 
友人関係のトラブル（いじめ等）が多い 0.501 0.259 -0.018 -0.009 -0.079 
先生と友だちのようにつきあおうとする生徒が
多い 
0.347 0.099 0.174 -0.063 -0.105 
生徒の自傷行為がある -0.063 0.862 -0.188 0.096 -0.100 
性的トラブルに巻き込まれている生徒がいる 0.109 0.720 -0.12 0.06 0.023 
他の生徒となかなか馴染めない生徒が多い -0.045 0.585 0.118 -0.097 0.164 
友人関係で傷ついた経験を持つ生徒が多い -0.105 0.534 0.299 -0.152 -0.071 
発達障がいを持つ生徒が多い -0.038 0.475 0.146 0.075 -0.086 
教師に依存的な生徒が多い 0.058 0.441 -0.032 -0.078 0.049 
知的障がいを持つ生徒が多い 0.102 0.369 0.118 0.179 0.049 
ひとり親家庭の生徒が多い 0.021 -0.015 0.744 0.059 0.01 
経済的な困難を抱えている生徒が多い 0.026 0.041 0.689 0.007 -0.015 
低学力の生徒が多い 0.098 -0.082 0.417 0.083 0.045 
日本語指導が必要な生徒が多い -0.041 -0.037 0.058 0.856 0.045 
外国とつながりがある生徒が多い -0.049 0.069 0.044 0.752 -0.056 
学校行事に熱心に取り組む生徒が多い -0.078 0.116 0.03 -0.096 -0.674 
部活動に熱心に取り組む生徒が多い 0.153 -0.007 0.006 0.067 -0.628 
進路未定者が多い -0.054 0.175 0.119 -0.063 0.373 
教師と関わろうとしない生徒が多い 0.236 0.25 -0.031 0.026 0.328 
因子相関 反社会因子  0.392 0.216 0.247 0.170 
脱社会因子   0.457 0.305 0.247 
貧困因子    0.149 0.075 
外国因子     0.170 
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